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Soon after the discovery of leukoc~＇te agglutinins in humans, it was suggested 
that the presence of leukocyte agglutinins in a recipient might be a cause of trans-
fusion reactions.人ml,man:; authors revealed the fact that a t~·pical change of 
white cell count in the circulating blood occured with the febrile transfusion during 
compatible blood transfusion ; extreme leukopenia occurs immediate！.＇’after the start 
of transfusion, and then a leukoc:>tosis ensues. Such changes of leukoc.'te count 
during blood transfusion are not speci白cin recipients with fevrile transfusion rea-
ctions, but are also recognized clinicall.'' in patients with incompatible blood trans-
fusion or anaphylactic shock. 

In these experirnente>，【Ioμ:sand rabbit日 wereused and blood or yarious kinds of 
blood components were trane>fusecl autologeousl.'・, homologeousl.｝ア orheterologeously, 
and the changes of leuko町tccount in the peri1)heral blood were estimated during 
first 2 hours after transfusion. The transfused materials were whole bloord, red cell 
刈 spension,defibrinated blood, white cell suspension and plasma. 
When the red cell suspension from dりgw’as infused heterologeously to rabbit, 

the characteristic change of lcukoc.vtc count was ohserved. 
In case of【lefibrinatedblood transfusion, reactions were most remarkable when 

the homologcou日 【lefibrinatccl blood was infu日仁dto rabbit : The leukoc,¥te count 
decreased to 20 to 30% in 2 tり5minutes after trairnfue>ion, then recovered, graclu-
ally within half an hour and rcco¥・cred complete!.'・ two hours after transfusion. 
Blood pressure also descends prnmptly immecliatcl.'" al'ter transfusion, but ascends 
graduall.'・ in parnllel with the 1℃coγer.'-of leukoc,¥'tc count. Some of the experimental 
animals died of shock. 
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In case of homologeous infusion of lcukoc:-・te suspsnsion of rabbit the result was 

nearly the same w’ith that of the homologeous defibrinated blood transfusion but, 

in case of human plasm infusion to dogs, the reactions were not so serious compared 

with those after the infusion of leukocyte suspension. 

In cas巴ofthe heterologeous transfusion of human blood to clogs, the fall of 

blood pressure was excessive and the S≫stemic influence was severe. Some of the 

experimental animals died of shock. The leukoagglutination in the capillaries of 

the lung and the histologic finding of so-called bloodtransfusionkidney could be found 

occationalk 
In summar~.， the author emphasized that further investigation seemed句 be

necessary to illu&t,rate the cause of some bloodtransfusion reactions besides the exp-

lanation offered b≫ the idea of the existence of leukoagglutinin because of a typical 

change of leukocyte count after bloodtransfusion which might be found in various 

kinds of bloodtransfusion, especially in incompatible bloodtransfusion, heterologeous 

bloodtransfusion or homologeous or heterologeous infusion of red cell suspension. 
’－rrγthe second series of experiments, the e古ectof various kinds of drugs which 

had b巴enapplied for proph:yァlaxisof bloodtransfusion reactions were observed from 

the standpoint of the change of leukocyte count after heterologeous bloodtransfusion, 

and, the point of interest was that the results obtained were nearly equal to their 

clinical e古ects. (Author’s Abstract) 
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第1章緒
告呈－
iS 

近年p 外科の進歩に伴いp 輸血がその数量共に飛躍

的に増加しp それに附随して輸血の副作用乃至は偶発

事項もしばしば経験されている．かかる輸血副作用の

発生機序に関しては今日 まで種々論議されているが，

最近Moeschlin等1)2）によって人に於ける白血球凝集

素が発見されて以来p Dausset等3)4）日日7))8）引に依って

発熱物質p i15＇札型等の問題以外の或る種の輸血副作
用と3 この白血球凝集素すなわち白血球凝集現象との

関係、が提唱されて来た．

一方，臼井JO）は不適合輸血の場合p 末橋、血流中の白

血球数が極度に減少しp 又三hに関連して動物実験で

異種輸血の際3 閉じく直後の白J(~ L l未成＇J／とそれに伴っ

て（壬IM::ti，特に肺毛細管中に白血球凝集が見られると

報告している．余はこの両者の実験の追試から出発し

てp 更に種々のlfll液成分の輸itp 不適合P 異種輸血の

際には白血ままが果して如何なる態度をとるかを検討し

輸血副作用発現機序の一端を白血球変動の面から窺

ぃ， 併せてF 副作用防止の目的に使用されている各種

薬剤の効果をかかる面から険討した．

第 2章各種輸血時に於ける末梢血液成分

特に白血球数の変動その他の変化

に就いて

第1節実験方法

1. 実験には!Okg前後の成犬及び 2.5kg前後の成熟

家兎を使用した．

2. 各種血液製剤及び人血液を注射しp 注入直後よ

り2時間までの末梢血液像特に白血球数の変動を調べ

た．血圧測定は家兎では頚動脈p 犬では股動脈で行な

った．

3. 輸血副作用発現時の各種l蹄告の反応を組織学的

に検索した．

第2節実験成績

第 l項対照実験

A. 5 ?o。梢t化 L入時の白血球数の変動

5%グルコース50ccを犬に静注せる場合はp 第 l表

及び第l図の如く白川u同士15:注入直後よ り2時間まで
の観察では殆んど変化を認めない．血圧及び赤血球

数p 万11色素値には変動を認めなかった．勿論，全身的

影響は見られない

B. 50%糖液注入時の白血球数の変動

50%グルコース 50cc を犬に 1~1t注せる場合はp 第 2 図

第 1 表

5%ブドウ事府主入時の白血球数の変動

: A II B : c I「
注入前 115.400 I 14,800 I 12.soo I 13,200 
1分後 115却0I 15,100 ! 13.200 I 13刈0
5 分後 I15,200 I 14,900 I 13.100 I 12:800 
15 分後 I14,200 I 1-1,100 I 12刈0! 13;300 
30 分後 I15.800 I 14,800 I 12,800 1 13,500 
60 分後 I16.ooo I ls.200 ! 13,300 I 13,600 
90 分後 Ils,200 I 1s.100 I 13,200 i 13;4oo 
120 分 後 I1s.600 I 1s,3oo I 13,400 I 13.700 
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に示す如く，白血球数には著変を認めない．血圧にも

’変動なく， 5%糖液注入時と同様の結果を得た．

第 2項木実験

次の如き各種血液製剤j及び人血液を使用した．

A. 10%赤J血球浮世器液

a）自’1・4：：’r.LKd)1ri'役
b）同積赤血球浮悦液

c) 異種赤血球浮世草液

B.脱線維素血



B.脱線維素血輸注時の影響

犬の下腿静脈より100伐採血し， 20分間強〈振塗し．

脱線維素血を作弓．使用せる硝子球は30個である．家

兎の場合は，硝子球10{1闘を使用し上記の如くして作製

した．

a) 自dぷ脱線維素血輸注

自家脱線維素血30ccを犬に静注せる場合はp 注入直

後一時的に白血球数は半減するぶ3 5分後には漸次増

異種赤血琢浮渉手液輸j主

犬の10%赤 'i'Jti？；狩械をヲて兎lこt主人．

犬の10%赤血琢浮激液！Ccc前後を家兎に静注せる場

合は注入直後家兎は不穏状態を呈し，呼吸は促追し，

中には脱糞排尿を見るものもある．白血球数は注入5

分後には激減しており， 15～30分後より逐次回復しp

2時間後には大体旧値に復している．（第5図）

る場合には，注入直後犬日多少不穏状態を呈してくる

も一過性である．白血球数は注入直後より減少しp I 

～5分後には注入直前の3分の 1に減少する．

然しp それ以後は淘i次増加し， 2時間までには何れ

も大体問値に復している．赤血球数及び血圧には箸変

を認めない．（第 4図）
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a）犬の自家脱線維素血輸注

b）犬の同種脱線維素血輸注

c) 家兎の同種脱線維素血輸注

c.家兎白血球浮瀞液
D.人血祭

E.人血液

A. 10%赤血球浮活字液輸注時の影響

a) 自家赤血球浮滋液輸注

犬に10%自家赤血球浮活字を 50～JOOcc静注せる場合

はp 静注後の全身的反応は殆んど認められないー末梢

血液像の変化はp 赤血球数には著変なし注入後一時

多多減少するものもあるが，時間の経過につれて次第

に増加していく傾向がある．しかるに白血球数は静注

直後より減少し，注入15～30分後には最低値を示しp

それ以後は漸増しP 2時間後にはp 大体旧値に復して

いる．血圧には殆んど変動を認めない（第2表＇!z.び第
3図）次頁参照．
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加し，全般的には著変を認めない．赤血球数は注入l

～ 5 分後には；＇，，＼i；~にWI加しているがp それ以後は正常

に復しており，脱線維素血注入による全身的影響は認

められないー（第6図）

b・1 同種脱線維素血輸注
BO 

犬に同種脱線維素血30ccを静注せる場合はp 自家脱 70 

線維素血注入時に比してp 注入直後，一時不在l状態を

呈しp 呼吸促追を来すも一過性である 白血鰍は注 ： 
入直後減少を来すも，漸次増加の傾向を示しp 全般的

には箸変は認められない （第31，； ＇ミび第7図）

第 3 表

脱線維素血輸注時の白血球販の変：!rJ

J K L 

注入前 12,800 11.900 13,200 15,800 

1分 後 7,200 7,300 10,100 9.600 

5分後 14,400 9.500 8,700 10,200 

15分後 10,600 8,600 9,900 11,600 

30分後 14,000 10,200 11.800 12,300 

60分後 11,900 10,300 12,800 13,800 

90分後 I 1,700 11,200 12,600 15,200 

120分 後 10,200 11,700 13, 100 15,400 

じ） 家兎に同種脱線維素血輸注

家兎に同種脱線維素血 3.0cc注入せる場合は．犬の

場合と異なり注入直後よりショック状態となり血圧は

急激に下降しp 中には強直性控室聖書を~；し，死亡せる症

例もあら．山I血球数は注入直後著llJJに／i,;Q’L、するも漸次

増加の傾向にあり，大川、2時間後には旧に復してい

る．（第8図）

（＼白血球浮滋液輸j主時の影響

白血球浮滋液は l¥Iut!dc'I}j;_l；、により作製した．実験

第 4 表

白血球浮世草液輸注時の白血球数の変動

~I ！ 瓦 1；立工
入前 111.4田叶3醐 1棚
1分後 7,200 6,800 7却0 6,700 

5分後 7,800 6,600 7.200 5,300 

15分後［ 5,300 5,900 6,800 8,700 

30分後 9,500 8,900 10,400 9,200 

60分後 11,200 12,500 13,200 2,100 
90分後 11,300 11,800 13,400 12,400 
120分後 11,300 15,100 13,400 I 12,600 
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には家兎を使用した．即ちp 京兎の腹腔内に生理的食

塩水300ccを注入し＇ 15時間後に再び生理的食塩水300

ccを注入し，注入後4時間に腹水 lOOccを採取しp白

血球浮世手液を作製した．浮世器液中の白血球数は50,000

/ccを含有している．

かくの如くして作製した同組＇i＇.兎1'11Iit球浮世岸液JQcc

を静注せる場合け，注入直後より白血球数は減少しP
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注入l:i分俊には最低値を示しp それ以後は漸増し， 1 

時間後には旧値に復している．血圧の変動は認められ

ない．（第4表及び第9図）次頁参照．

D.犬に人血祭輸注時の影響

犬に人血業30ccを静注せる場合はp 一時軽度の不穏

状態を呈するも一過性である．白血球数は注入直後約

30%の減少を来すもp 注入5分後より徐々に増加し，

注入2時間後には旧値に俺している．（第IO図）

E.犬に人血輸血時の影響

a) 無選択輸血

犬に人血液AB型40乃至50ccを輸血せる場合は輸血

中p犬は不穏状態を呈し，盛んに首を動かし，呼吸は

促迫し，＇暗泣する.－かかる際の白血球数は急激に減少

している．中には死亡する犬もあり，輸血せる犬はす

べてシ司ツク状態に陥っている．白血球数はショック

状態にある期間中減少が著明でありp シ可ツク状態よ

り回復する30分前後より白血球数は逐次増加の傾向に

ある．大体翰血2時間後には，旧値に復している．血

尿の見られる場合もある．血圧は輸血直後より急激に

下降し，完全なるショック状態を示しp 白血球数の増

加と共に上昇しており F 症候的には人に於ける不適合

輸血に因るショックの場合に甚だ極似している． （第

5表及び第11図及び第12図）

第 5 表

輸血時の白血球数の変動

Q R I S T 

注入前 13,400 15,800 14,300 I 12,600 

l分後 2,000 3,100 3,500 I 2,000 

5分後 2.400 I 3,200 2,300 

15分後 7,800 5,900 4,800 7,200 

30分後 6,200 8,800 9,600 8,500 

60分後 5,800 12,400 12,800 9,200 

90分後 6,100 12,800 13,500 11,400 

120分後 6,800 13,200 13,800 12,100 

かかる際に於ける組織像は肝，牌に軽度の笹血が見

らti_，肺にU'.cける毛細血管中の白血球の凝集（第13図）

及びNarasquez34lのいわゆる輸血腎の像が見られる．

（第14図）即ちp 糸球体は時に増殖性糸球体炎の像を認

めるものも存在するがp 一般に著しい変化なし病変

は主として潤管部及びへンレの蹄係部に於ける（一部

の主部尿管にも認められるが）上皮の変性と壊苑であ

りp 少数ながらミオグロピン円柱の存在も認められ

499 
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る．又一部に間質の細胞浸潤を認める．（第15図）

肺に於ける所見としては，全般的に肺抱壁は肥厚し

肺砲壁血管乃至小血管内に多数の白血球の充撲が認め

溺 られる．肺抱内には変化は殆んど認められない． （第

16~司）

（血管充撲のよくわかるのは写真第16図と第17図の中

心部の血管p 肺胞壁肥厚は写真第17図）

肝臓には著変はないが，充血と Kupper氏星細胞の

若干の増殖を認める t一部：に小細胞浸潤がある）， （第

18図）

白HL像み変化は第6表の如く，淋巴球の減少が著明

図 17

図 18

図 19
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でF これは白血球数の減少と共に減少するが，その回

復は白血球数の回復と平行しないーそれ故中好球の著

しい比較的及ぴ絶対的増加が目立っている．その他の

＇~［液細胞の変化は殆ど認められない．

牌臓にはp 警血のみで特徴的所見は認められない．

（第19図）

次にp 著者は犬の血液型を人のAB C型にならつ

てP 下記の如き方法で分類し実験を行なった．

血液型分類方法

56℃30分間p 非動化された犬の正常血清を 0.85%生

理的食塩水で倍数稀釈を行なった．その方法は，試験

管を 1列10本並，~，各試験管に生理的食極水 0.25cc を

入れP 第 I管には犬血清0.25ccを入れてよく稀釈し，

2倍連続孫釈を行なった．

第 6 表

！注入前 Il分後 I15分後 ＼30分後 160分径l90分後 I120分後
淋巴球： 60%1点巴~0; 1昨日： 38% 雨示~oo 両示弓瓦 l淋巴球 11% ：淋巴球 ：脳
中好球 ｜中好球 ｜中好球 ｜中好球 中好王者 中好球 ｜中好球

第l例 ｜棒状球：35%1 問状球・24%1棒状球：51%1 棒状球：50% 梓状球：67°0 棒状LR:55°o'<J皐状球部%
く分薬球： 4%1 く分業球；52%1 く分業球：18% 1 く分葉球： 10% ＜...穿集球： 6°0 ι分＇W~ Hi:31°o ， 分梨球：24%
単球： i% I i単球： 3%i i単球・ 2%単球： 3%IJ単球： 2%
淋巴球：切 ｜淋巴球 ：l的：淋巴球問淋巴H 3判淋巴球：問淋巴球 開 i淋巴球：m
l中好球 ｜中好球 ｜中好球 中好球 中好球 中好H 中好球

第2例 ！／棒状球：35%1／棒状球：52矧ノ楳状球：56%:／軒以j求・53°0'／梓'IUJ<;65°(, .稗：［JJ]<:57°o/ 状球：58%
円分業球： 3%円分業球：29%卜分葉球： B"'.?＇公民fol:':9°0 ...＿＿分1Vo瓜：6%i＇・分 県J・)<:'.'8°o～分業球：24%

, I I 1111. 球 ：2%I単球：2%I単球： 1%

判定用抗原としては，新鮮なA型p B 型P O型各3

例ずつの人の赤血球をそれぞれ型別に混合し，生理的

食塩水で3回洗い， 分回速度2,000～3,000で5分間遠

心沈澱して赤血球層をつくった．この赤血球層を用い

て生理的食塩水で10%赤血涼浮滋液をつくった．ホー

ルグラス法により0型， A型p B型人赤血球浮激液を

犬の血清に混合して犬血清の正常凝集仰を調べた．

0型， A型p B型人血球を置いた時，何れの血球に

も犬血清が反応しない場合，及びO型人血球で正常犬

血清を吸収して，人血球に対する異種血球凝集を除去

したのち， A型及びB型人血球のいずれにも反応しな

い場合これをd←·）~’←）とした．次にO型人血球で吸収

した犬血清がA型人血球にのみ反応しP B司11＿人』血球に

反応しない場合を＂＇（＋）とした．また O型人血球で吸収

した犬血清の上清がB型人血球とのみ反応しp A型人

血球と反応しない場合をR’（刊としP A型及びB型人血

球に反応する場合をぷ（十・＞W<+lとした.t!Pち，抗人A凝

集素，抗人B凝集素を有するものと有せC"るものに分

類した．かくの如く分類した犬に人血液を輸血し，そ

の影響を観察し次の如き成績を得た．

b）抗人B凝集索犬に人血B型輸血

抗人B凝集素を有する犬に人血液B型50ccを輸血す

る場合は，輸血中に犬WV,~泣い甚だしく不穏状態を

呈しp 輸血終了後10分前後で虚脱状態となる．白血球

% 
170 

図 20
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剛IC....uoe智 50C.C崎血
90 
84 
70 
ω 
50 

40 
3目

却

I 5 15 30 60 90 110分

図 21

墨田阻白書割撮軍曹冒田園施岨置帽同開冨－－岡田岡市岡

~~~＇~＼~；. 
W州叩州叩州呼~－

A側、～‘’w

’.......ヤ’俗、同制w••－・

数は注入直後よ り激減し 3分の l以下になる．注入30

分前後より漸次増加の傾向にあるがp 完全なる回復は

望み得なかった．かかる輸血の際、に於ける血圧の変動

は，輸血と同時に血圧は著明なる下降を来い白血球

数の変動に併行して回復している• I百＇＼＇.＇01ヨ，第21図）
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（＇.抗人A. B凝集素犬に人血AB型E愉血

抗人AB凝集素を有する犬に人血液AB担50ccを翰

血せる場合はy 前回同様の症状を呈しp 白血球数は注

入直後より著明な減少を来し＇ 10%以下になる．然し

時間の経過と共に増加し， 2時間後には大体旧値に復

している．然しp 輸血中死亡せる症例にも可成り遭遇

している．血圧の変動は注入直後より著減し2 白血球

数の変動に平行した血圧曲線を示し， 第23図は血圧の

回復を望み得なかった症例で完全なるシコ 7ク状態で

あった．

d〕抗人A.B凝集素犬に人JiltB型輸血

抗人A. I3 l筏1t'_~毛 を有する犬に人血液B型を輸血せ

る場合は前回同様の所見を呈している． 白血球数及び

血圧の変動は第24図p 第25図の如くである．

図 22
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e) 抗人A, B瓦（1Ltiミ1－）犬に人O型輸血

抗人A. B凝集索を有しない犬にp 人のO型I血液輸

血時の場合はp 大休AB型輸血時の場合と問機の傾向

を示している．

f) 抗人Ai俊須美；火に人A型赤血球浮滋液輸注

抗人A#.i1t素を有する犬に人のA型10%赤血球浮滋

液50ccを輸注せる場合は人血液輸血時と同様p 犬は不
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￥.＇：：＼状態を呈するも一過 性である．白血球数も注入直後

著明に減少するも，注入5分後より漸次増加しI I時

間後にほ大休旧値に悔している．血圧の変動lt注入直
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後，下降を来すも白血球数の増加と共に血圧の回復も

著明である．（第26, 27図）

g）抗人A. B凝集素（ー）犬に人O型赤血球浮滋

液輸注

抗人A.B凝集素を有しない犬に，人のO型10%赤

血球浮灘液50ccを注入すおこ， A型赤血球浮滋液輪注

時と大体同様の経過をとっている．白血球数は注入直

後著明に減少するがp 注入15分後より漸次噌加し60分

後よりは注入前値を上回る値を示している．血圧は注

入直後7下降するも， IO分後には完全に注入前値に回向

している．即ち，人血輸血時に比して可成り自1::tH以

及び血圧曲線はその趣を異にしている所見を呈してい

図 28
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h) 反復輸血

抗人A凝集素を有しない家兎に人血液A型 2.0ccを
1週間ごとに反復輸血し，その影響を観察した．初回

輸血時には家兎は不穏状態を呈し，呼吸は促迫しF 排

尿或いは脱糞を見るものありp 白血球数は輸血直後著

明に減少する． 2週， 3週目には白1(:1Jf-敬の山奇心不；土

初回時に比して軽度になっていくのがわかった．然

し，家兎は漸次衰弱しp 死亡するに至り， 4週目の観

察は殆んど不可能であった．

第 3章輸血副作用防止剤或いは造血臓

器刺戟剤の使用後の白血球数変

動に及ぼす影響に就いて

次に著者は輸血副作用防止の研究の一端として脱感

作或いは白血球増多を来十と考えられ忍各種薬剤を使

用しP 輸血時に於ける末梢1JfrL液中の白血球数の変動の

面よりその効果を検討した．実験にはすべて成熟家兎

をイ吏用した．

使用薬剤は次の如し，

コーチゾン

プレドニソロン・アセテート

抗ヒスタミン剤

パスパート

クロールプロマジン

シスチン

コノ： ｝＼＿， トクロロフイリン

ルチン

第 1節 コーチゾン使用時の影響

コーチゾン 5mg宛5～7日間皮下注射してP その

fも人血液A型 2.5ccを静注するにt主入i直後の白血球

数は対照に比してF その減少率は軽度でありp かつ白

血球減少後の増加曲線は余り顕著でないー輸血時に見

られる家兎の不穏状態及び呼吸促迫等の症状は認めら

れない．

第2節プレドニゾロン・アセテート使用時の

影響

プレドニソ’ロン・アセテート 2.5mgを家兎の胃内に

Tubeを通して 5～7日間注入しp その後人JfJ.LA型 2.5

cc静注するに，一般状態はコーチ、yン使用例と同様の

% 
3皿

""' 
'" 

図 30
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図 31

ヲ・しドニゾー’Jイ実用。.，

経過をとり，白血球数は注入直後すべて減少するもF

注入5分後より淘糟し＇ 30分後には旧値に向しP 全体

的には30～－l0°oの増加を来した．

第3節抗ヒスタミン朔；使用時の覇王響

レスタミン10～20mg11!5～7日間皮下注射し，脱感

作iも人血液A型 2.5ccを静注するにp 輸血施行時に

見られる症状は殆んど認められない．輸血施行後に見

られる白ITT'.州政＇＇＂＂・）；・も無処置群に比して甚だ軽度であ

り，注入5～10分後より漸増しp 旧値に復しているが

増加率は著明でない．

図 32
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第 4節ハスパート使用時の影響

パスパートは多価抗原と脳下垂体後楽ホルモンを混

合した製剤で，気管支鳴息、等に脱感作の目的で使用さ

れる薬剤である．

パスパート 0.2ccを5～7日間皮下注射し，脱感作

後p 人！九液Alf；リ 2.5ccを静注するに ー部家兎では注入

［直後p 不穏状態，脱糞排尿を示し，シ司 ツグ状態に陥

るものもある．白血球数は注入直後より減少するも漸

次増加の傾向にあり＇ 'I宇一人2時間後には旧値に復して

おり，大体，無処置群と大差のない成績である．

図 33

~·I ハ・ス，v，ト侠 If)~・l

!O 

go 

JO 

10 

ro 

I¥ bfl •• 

第 5節 クロールプロマジン使用時の影響

＂＂~ 

クロールプロマジン 2.Smgを家兎に静注しP その直

後人.illi夜A型 2.Sccを輸血するに3 輸血1～5分後に

は著明な白血疎減少を来したが，注入30～60分後より

漸次増加の傾向にあるが， 本剤u 1 ·~血球数噌加にli余

り敏感でない雫tAに本剤jの同量を筋注せる場合も大体
同様の経過をとっている．これは白血球減少に対する

白血球貯蔵臓器の反応， RPち白血球の動員能が抑制さ

れているからであると考えられる．

i欠に著者は輸血後の白血球の変動に対しもいわゆ

る造血臓器刺戟剤が如何なる影響を及ぼすかを検討し

た．

10 
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第6節 シスチン使用日寺の影響

家兎にパニールチン20mgを5日間静注或いは皮下注

射しp その後人血液A型 2.Sccを輸血した．輸血5分

｛長lこl士対照と同じように向血球数は3分の l以下に減

少し＇ 30分後より漸次増加し2 1時間後には｜日値に復
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している．然しながら少なくとも 3時間以内の検査で

はp 輸血直後の自1fn.球減少に対する白血球貯蔵臓器の

反応のJ刺戟されているような印象は認められない．
第7節 コバルトグリンポール使用時の影響

コバルトグリンボール5mgを5～6日間皮下注射後

人血液A型 2.5ccを輸血するに，注入直後の白血球数

は減少するが比較的減少率は軽度でp 減少後の白血球

増加の傾向は早〈，且つ短時間で増加している．

第8節ルチン使用時の影響

ルチン 2.5mgを3：兎に5～7日間皮下注射し，その

後p 人血液A型 2.5ccを輸血するにp 白血球数は注入

直後減少を来すも， 5～10分後には漸増しp 2時間後

には大体旧値に復しているがp 対照詳と余り大差なき

成績である．

第4章総 括

生体に対する種々の刺戟に対する一反応として現わ

れるところの末橋、血流中の白血球数の変動に関して

RohrW Iむこれを anaphylactic,toxic及び poft-

radiaticの3型に分類している．これ等のうち，後二

者の発生機序に関しては骨髄に対する破壊か叉は中毒

に図る抑制であろうという事は容易に考え得るところ

であるが， anaphylactictypeの白血王手減少に関して

は今日なお種々論議されている. 1952年Moeschllnは

ピラミドン過敏症の患者に0.3gのピラ ミドンを投与，

3時間後に 30.0ccの血液を採取，これを血型向型の他

の患者に輸血すると20分以内に白血琢は激減し， 2時

間では術前値にもどり，その後増加する事実を発見し

た．この場合，ピラミドン過敏性の患者のピラミドン

投与後の血液の代りに正常の同型血液を輸血してもか

かる反応は示さない．多少の変動を示すのみである．

Moeschlinはこの白血球減少の原因をかかる際，生体

内及び試験管内に於て白血球凝集塊の認められる事か

らして白血球凝集素の存在を提唱した．

今日p 臨床上認められる種々の輸血副作用の内p 最

も多いものは発熱である12) この発熱の原因は以前に

は細菌性発熱物質，赤血球に対する isosensitization

及び血祭要素などに帰されていた．その後，輸血の知

識及び技術が発達するにつれてP かかる副作用も次第

に減少しているがp これは一つには副作用のうちでも

怪度のものは問題にされない事や，或いはかかる副作

用の防止に抗ヒ スタミン剤等が広く用いられている事

などを考え合せると，かかる副作用ば依然として可な

り多〈発生しているものと考えなければならないー勿

" 
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論，汚染，不適合輸血等の如く原因の容易に説明のつ

く場合もあるがp なかには今日までの輸血学の知識を

もってしては依然として説明のつかない場合もある．

かかる点に関してて， Dausset等は前述のMoeschlinの

提唱せる白血球凝集現象を以て或る種の輸血副作用の

発生原因と看倣し，この説は今日多くの支持を受けて

いるところである．即ち氏は 102名の白血感減少症を
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有する患者中19名の血清中に白血球凝集索を発見して

いる． 叉，Kilmann13rは白血孫凝集素を有する 3例

の患者に33回に亘って輸血を行ない，毎回多かれ少な

かれ発熱が見られp この原因を白血球凝集現象に起因

するものであると説明している．

然しながら，輸血副作用発現時におけるかかる白血

球数の一時的変動は特殊なものではない．かかる現象

はアナフイラキシーシ司ツク等の際にも見られる現象

である．先にWeisberger14＞は家兎の実験で白血球浮

世手液或いは白血感を破壊したその上清を輸注するとp

数分以内に自J:LJ事政の激；戒を来し，後2時間後回復

し，その後は白血球増加を来すと記述し且つ白血球の

毒性に就て強調している． ス， Barsounl5lI t’ぷ兎の血

液中のヒスタ ミンはその大部分が白血球中に含まれて

おり，白血球の毒性はこのヒスタミンに因るものであ

ると説明している.Codel6ll7lもまた，犬のアナフイ

ラキシーショッグの場合，流血中の白血球は減少しP

Eつ血築中に白血球崩壊物が混入しており，またp 血

液中のヒスタ ミンの大部分は血築中に見出されたと報

告している． 矢林等18）はペニシリンシ司ツクの発現機

序に関する研究でショック時に白血球溶解現象を認

め，同時に血築中ヒスタミン量の場加を来したと発表

している．以上の如く白血球自体の毒性という点に関

しては，可なり以前から注目されていたところである

がp 若林19）及び大偶20）等は，同種白1(:1l点｛ームル被J）静注

に依り 3分～1時間後に巨II血球数が減少しその後増加

する事を報告している．その他かかる種の論文は可な

り認められるが，レずれも現象を事実と して報告して

いるに止まり，その発現機序に関して殆んど触れてい

ない．

木実験lこ於て余の主｜！良とした点は不適合輸血の際の

直後の白1(11球数の変動が上述の如くぷ’誌のm告せる如
き白血球凝集の場合と全く相似している点からして白

血球凝集索の存在を二義的のものとしてP 如何なる場

合にかかる特有なる白血球の変動を来し，且つそれが

如何なる意義を有するかを検討したのであるつし各種

血液製剤或いは不適合乃至異種血液輸注後の白血疎の

変動は大体に於て同じような傾向を示しP RDち白血球

;l;(1f':ぷの存在に拘泥する必要もないと考えられる．家

兎に同種白血球浮世母液を静注せる場合には Weisber司

gerの観望書と同様の結果が見られたが，犬に於ける

異種赤血琢浮世宇液の静注でも多少の差こそ｝，れ同じよ

うな結果が得られp また六に脱線維素血及び人血液を

注入せる場合l土p 白血球減少のね度及び時間的推移は

白血球浮活字液を注入せる場合と全く類似している．な

おp 同種脱線維素血を家兎に静注するとショックで発

死する事もあるがp この場合も白血球は一時的に減少

しp のち増多を来す事が報告されている21）ー同じ脱線

維素血輸注でも犬の場合と家兎の場合では著しくその

趣を異にLP 前者では後者の場合ほど毒性を示さない

ようである．

犬で人A及びB型赤血球浮揚液を用いて，抗人A凝

集素を有する もの及び抗人B凝集素を有するものを区

分しP その各々に人A,B或いはO型血液を輸血せる

場合は多くの場合， 人に11ミける不適合輸血の場合と同

じようなシコック症状を呈しp 且つ上述の如き分類に

依る犬の血型とはあまり関係がないようである．

IWらこの場合は種属特異型が大いに関与している

と考えられる．この際P 起り得る主なる反応としては

白血球減少及び血圧下｜；

に回復しており P その他，血尿の見られる事もある．

その他，アナフイラキシーの場合は白血球以外に栓球

が急速に｛政吹されp その阪，セロトーン， A.T.P等

が遊離され乙．その内，セロトニンが最も活性に化学

反射を惹起するものと考えられている22）.然るにこの

際の栓球の急激なる減少とその＇＇ ll復の状；兜は白血感数

の変化と殆んど同様である23）.即ちセロトーン注射で

惹起し得た直後の栓球の激減とその後の回復状況と，

ヒスタミンで惹起した白血球数の変化とは大体同じで

ある．この点も更に検討を要するところである．

白血球増多を来す原因には種々あるが， そのーっと

して白rr.H: 1.~ ＇t＇が·￥＇J·:1x となる事が考えられている．

C'1・adock24lは犬に於ける Leukopoiesisの研究で，白

血球を取り除いた自家血液を輸血すると極度の白血球

減少を来し，その後逐次回復して数時間後には著明な

白血球増多を来しP 且つこれを数回反復する事によっ

て，遂には白血球上曽多を来さなくなる事を報告してい

る．白血球は他の血球と異り，遊動性のあるものでp且

つ血流中には全自国l球の 1/40～1/400位しか存在しな

いといわれている.Bierman25lによると白血球は流

血中以外は大量が肺中にあるという．然しAllen泌｝に

よると関胸時には肺動脈血中ばかりでなく末檎血でも

白血球地多が見られる3りこれは開胸がストレスとし

て作用したためで，その原因としてはストレスによる

ACTH の増加の影響及び閲胸による肺が， Re~ervoir

としての機能を生ずるからであると述べている．それ

が上述の種々の原因によって末檎血行中の白血球が減

少する事によって貯蔵白血球が逐次動員されるからで
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ある幻）という．

白血球減少の場合の白血球の運命に関しては， 上

回28）は注入せる白血球と共にアイソトープに依り追跡

し，：凝集塊の小なる場合は肝に多く，また凝集塊の大

なるものは主として肺に集粒されると報告している．

Moeschlinもモルモットの腹腔内より得たる白血球浮

滋液を家兎に反復注射して抗白血球凝集素血清を作製

し，これをモルモットの心内に注入した場合に悪感及

び白血涼減少を伴なうショック状態を観察し，且つこ

の時期に於ては肝，腎等の毛細血管には白血球が殆ん

ど消失しているのに反してP 肺毛細管には白血球栓塞

が見られたと述べている．かかる所見は犬に人血液を

4輸血した場合に得られた我々の所見と全く一致してい

るところである．

これは要するぬ各種血液製剤或いは人血液を犬及

び家兎に静注する場合，直後に多かれ少なかれ必ず白

血琢減少が見られP 時には血圧で下降その他のショック

症状を伴う点からして，これを単に白血球或いは脱線

維素血の毒性のみに帰し得るものであるか，或いは血

清学的に白血球凝集のみに依って説明し得るものであ

るかはp 今後の検討を待つ必要があろう．

一方，かかる輸血副作用の発現防止に関しては今日

まで数多くの報告1)2)3)4）引がなされているが，白血球

の面からすると前述のDausset29Jは白血球除去血液を

調整して白血球凝集素を証明せるー患者に反復輸血を

行なって何等の反応も見なかったと述べている．

そこでP 余は前述の実験に関連してノレチンp チステ

イン，コパルトグリンポールのま口き造血機能促進物

質p抗ヒスタミ ン剤，クロールプロマジン系の薬剤或

いは副腎皮質ホルモン等を用いて，これ等薬剤の輸血

時に於ける白血球数に対する影響を観察したのである

が，いわゆる造血機能促進剤lでは見るべき変化は認め
られなかったがp これに反しp 抗ヒスタミン剤p クロ

ールプロマジンでは，不適合乃至異種輸血後の白血球

数の変動が可なり抑制されており p これ等薬剤が輸血

副作用発現防止に効果的であ~という臨床的研究と一
致している．これに反しp コバルトグリンポーAの如

きは放射線或いは制癌剤使用後め白血球減少症に対し

てばかりでなしその他の輸血副作用発現防止にも可

なり有効であると報告30）されているが，白血球数の面

からの観察に関する限り可なり一致した結果が得られ

ている．勿論，白血球の変動と副作用と必ずしも平行

するとは言えないが， 前章の余の実験からぜ徴して，そ

の一端を窺う事はできると恩う．クロールプロマジン

は視丘下部の交感神経中枢に作用する一他，下垂体副腎

系の機能が抑制されるためにp 副作用発現の原因とな

るべく種々の刺犠日対じて反応し難い状態日なるので

あって31)＇抗ヒスタミン作用は 拍んどないのlで，抗ヒ

スタミン剤のi如く，ヒスタミン’乃至ヒスタミ ン様物質

を中和或いは無毒化す：る32） ~3）のではないと言．われてい

る．何れにしても，今日一般に輸血副作用防止に用い

られている種々の薬剤jの有効度が，その際の出血球の

変動によって或る程度窺い知る事ができるという事は

興味ある点であろう．

ι第5章結 壬五
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犬及び家兎に自家，同種，異種血液成分或いは血液

を輸注してp 直後より 2時間以内の白血球数の変動を

見るに，自家輸血の場合以外は多くの場合に直後1～

5分で白血球数は20～30%まで減少しp その後逐次増

加して，大体2時間で旧値に復し，その後は白血球増

多を来す．これは白血球浮務液輸注p脱線維素血輸注，

異種輸血の場合に最も著明でp かかる際は多くの場

合，血圧下降，輸血腎p 肺毛細管中の曲賞禄凝集見が

られる．白血球凝集により白血球数減少を来し，それ

が刺戟となって骨髄等より白血涼が動員され後白血球

増多を来すものと考えられる．

白血球凝集は輸血副作用発現時にのみに現われる特

殊なものではない．

更に輸血副作用防止の目的で今日用いられている種

々の薬剤の効果を上述の白血球数変動の面から検討し

て見たが，クロールプロマジン，抗ヒスタミン剤等は

白血球減少y 或いはその後の噌多が抑制されF これ等

の薬剤jの臨床的効果と可なり一致を見た．
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